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一般会計補正予算質疑

男
性
、「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」
で
は
ア

ル
コ
ー
ル
を
適
量
ま
で
に
し
て
い
る
市
民
が

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、「
禁
煙
・

喫
煙
防
止
」
で
は
喫
煙
率
が
16.2
％
か
ら
0.7
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、「
歯
と
口
の
健
康
」
で
は

８
０
２
０
運
動
（
※
）
等
４
つ
の
目
標
の
う

ち
、
３
つ
の
目
標
で
改
善
し
て
い
る
。

　

大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

明
彦

生
活
保
護
受
給
者
の
過
剰
受
診
や
医

療
費
の
不
正
請
求
を
防
ぐ
た
め
、
政

府
は
、
各
自
治
体
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
地

域
の
看
護
師
や
薬
剤
師
と
と
も
に
受
給
者
を

訪
問
す
る
仕
組
み
を
来
年
度
か
ら
導
入
す
る

と
発
表
し
た
が
、
本
市
で
、
当
該
事
業
に
従

事
す
る
保
健
師
、
看
護
師
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
増
員
や
薬
剤
師
の
登
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
27
年
度
は
、
保
健
師
及
び
精
神

保
健
福
祉
士
各
１
名
を
増
員
し
、
後

発
医
薬
品
の
推
奨
や
頻
回
受
診
を
す
る
方
へ

の
対
応
等
を
行
う
こ
と
で
、
医
療
扶
助
の
適

正
化
を
図
っ
て
お
り
、
徐
々
に
効
果
が
あ
ら

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
な
る
増
員
に
つ
い
て

は
、
効
果
を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
、
薬
剤

 

生
活
保
護
の
過
剰
受
診
防
止
策
は

問答

平
成
28
年
度
よ
り
学
童
保
育
を
希
望

す
る
忍
頂
寺
小
、
清
溪
小
の
児
童
を

 

山
間
部
学
童
保
育
の
体
制
は

問

健
康
い
ば
ら
き
21
・
食
育
推
進
計
画

に
つ
い
て
、
食
育
推
進
、
身
体
活
動
、

自
己
の
健
康
管
理
な
ど
７
分
野
で
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
計
画
策
定
か
ら
３
年
が
経

過
し
、
昨
年
、
中
間
見
直
し
が
さ
れ
た
が
、

こ
の
３
年
間
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
た
の

か
。

分
野
別
の
主
な
成
果
と
し
て
、「
食

育
推
進
」
で
は
野
菜
を
食
べ
る
割

合
、「
自
己
の
健
康
管
理
」
で
は
が
ん
検
診

の
受
診
率
、「
身
体
活
動
」
で
は
運
動
す
る

 

計
画
の
３
年
間
の
成
果
は

問答
　

民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

友
次　

通
憲

現
在
、
市
役
所
南
館
３
階
ス
マ
イ
ル

オ
フ
ィ
ス
で
、
自
主
製
品
を
展
示
し

て
お
り
、
障
害
者
支
援
の
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
い
る
が
、
今
後
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

平
成
28
年
１
月
頃
よ
り
障
害
者
支
援

施
設
の
自
主
製
品
の
販
売
を
開
始
す

 

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
は

問答

師
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
踏
ま
え
、

研
究
課
題
と
し
た
い
。

山
手
台
小
の
学
童
保
育
で
受
け
入
れ
る
方
向

性
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

と
受
入
体
制
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

山
手
台
小
の
学
童
保
育
の
利
用
者
は
増
加
し

て
い
る
が
、
他
校
の
少
人
数
の
児
童
が
入
る

こ
と
へ
の
配
慮
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

山
間
部
の
学
童
保
育
の
要
望
が
高

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
に

検
討
し
、
市
民
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
必
要

と
判
断
し
た
。
受
入
体
制
は
、
28
年
度
に
山

手
台
学
童
保
育
室
の
分
割
運
営
を
行
い
、
適

正
な
規
模
と
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
移
動

に
つ
い
て
は
、
市
が
委
託
し
た
タ
ク
シ
ー
の

利
用
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
分
け

で
山
間
部
の
児
童
を
同
じ
ク
ラ
ス
に
す
る
等

の
配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

山手台学童保育室 （山手台小学校内）山手台学童保育室 （山手台小学校内）

答

　

公　

明　

党

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

順
子

（※） ８０２０ （ハチマルニイマル） 運動 ： 平成元年より厚生省 （当時） と日本歯科医師会が推進している 「80 歳に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なっても 20 本以上自分の歯を保とう」 という運動。

第
６
回
定
例
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を

　

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
1212
月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。

月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報

ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議

ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
２
月
中
旬
予
定
）

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
２
月
中
旬
予
定
）

　

茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

小
林　

美
智
子

一
般

質
疑

会
計
補
正
予
算
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市
議
会

だ
よ
り

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
出
店
に
よ
る
販
売
や
市
民
・
学
生
な

ど
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
共
同
開
発
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

第
５
次
茨
木
市
総
合
計
画
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
「
ほ
っ
と
い
ば
ら
き　

も
っ

と
、
ず
っ
と
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
説
明
の
中
で
、
市
民
が
持
つ
誇
り
と

愛
着
を
深
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
市
民
に

誇
り
と
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
す
れ

ば
、
職
員
が
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
仕
事
を

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
職
員
の
育
成
に
全
部
署
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

ま
ち
魅
力
発
信
に
大
事
な
も
の
は

た
。
今
回
の
試
験
の
変
更
点
お
よ
び
変
更
に

至
っ
た
目
的
は
何
か
。

平
成
28
年
度
採
用
の
指
導
員
採
用
試

験
か
ら
は
、
試
験
申
込
時
に
お
い
て
、

す
で
に
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
任

用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
再
度
同
じ
職
を
希
望

す
る
場
合
は
、
１
次
試
験
で
判
定
す
る
一
般

的
な
学
力
は
有
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
こ

と
、
ま
た
、
人
材
確
保
の
観
点
も
踏
ま
え
、

特
例
と
し
て
１
次
試
験
を
免
除
す
る
こ
と
と

し
た
。

が
先
決
問
題
と
な
る
。
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

の
移
転
は
ひ
と
つ
の
方
策
で
、
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
べ
き
姿
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

他
の
候
補
地
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
交
通
の

利
便
性
等
を
踏
ま
え
る
と
、
な
か
な
か
公
募

に
適
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　

辰
見　
　

登

本
市
に
は
市
民
病
院
も
大
学
病
院
も

な
い
た
め
、
総
合
病
院
の
誘
致
が
何

年
も
前
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
誘
致
し
、

セ
ン
タ
ー
を
市
民
会
館
跡
地
に
移
転
さ
せ
て

は
ど
う
か
な
ど
と
提
案
し
て
き
た
が
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

総
合
病
院
の
誘
致
は
、
医
療
体
制
の

充
実
強
化
に
と
て
も
重
要
な
事
項
と

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
用
地
の
確
保

 

総
合
病
院
誘
致
の
検
討
内
容
は

問答

　

日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　

大
嶺　

さ
や
か

学
童
保
育
指
導
員
の
任
期
付
職
員
制

度
が
始
ま
っ
て
６
年
目
と
な
り
、
３

年
間
の
任
期
を
終
え
、
採
用
試
験
を
行
う
こ

と
に
な
る
。
会
派
と
し
て
、
指
導
員
の
採
用

制
度
は
３
年
に
１
度
の
再
試
験
を
繰
り
返

す
の
で
は
な
く
、
経
験
に
よ
る
資
質
向
上
を

重
視
し
た
制
度
に
改
善
す
べ
き
と
求
め
て
き

 
指
導
員
採
用
試
験
の
変
更
点
は

問

答
　

大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

幾
子

ま
ち
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、
全
部

署
の
役
割
で
あ
り
、
本
市
が
愛
さ
れ

る
ま
ち
と
な
る
に
は
、
全
て
の
職
員
が
市
民

を
愛
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
が
ま
ち
の

魅
力
だ
と
思
い
、
行
動
す
れ
ば
、
す
ば
ら
し

問

答次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

市
中
心
部
（
茨
木
駅
前
線
及
び
茨
木

鮎
川
線
等
）
の
一
方
通
行
化
の
実
現

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
用
地
買

収
を
し
て
い
る
が
、
一
方
通
行
化
の
実
現
に

よ
り
、
現
状
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

ま
た
、
歩
道
へ
の
違
法
駐
輪
が
目
立
つ
が
、

一
方
通
行
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
空
間
に
駐

輪
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
は
、
現
在
あ
る
道
路
の
幅

員
で
の
整
備
を
基
本
に
、
２
車
線
を

１
車
線
に
縮
小
し
、
生
ま
れ
た
空
間
を
利
用

し
て
、
両
側
に
自
転
車
道
を
配
置
し
、
歩
道

を
拡
幅
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

方
通
行
化
は
車
、
自
転
車
、
歩
行
者
が
安
全

に
通
行
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
を
め
ざ
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
道
路
空
間
に
駐

輪
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
特
に
歩
行
者
の
通

 

一
方
通
行
化
実
現
に
よ
る
効
果
は

問

市議会のうごき市市市

本会議（初日）
本会議（2日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
議会広報委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会改革推進委員会
議会運営委員会
本会議（最終日）
幹事長会
議会改革推進委員会

３日
４日
８日

９日

10日
11日

14日
15日

21日

12月11

　

大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　

滝
ノ
上　

万
記

答
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師
の
充
足
状
況
と
講
師
の
確
保
策
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

代
替
講
師
に
つ
い
て
は
、
教
員
が
急

に
病
気
休
暇
を
取
得
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
や
む
を
得
ず
配
置
が
遅
れ
る
場
合
も

あ
る
。
講
師
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
講
師
登
録

の
呼
び
か
け
や
、
他
市
町
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
行
う
と
と
も
に
、
退
職
教
員
等
へ
の

依
頼
等
を
続
け
て
お
り
、
速
や
か
に
講
師
を

配
置
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い

く
。

集
落
の
集
ま
り
等
で
も
利
用
す
る
た
め
、
地

元
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
地
元
住
民

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
清
掃
や
光
熱
水
費
等

も
含
め
、
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

現
在
、
自
然
歩
道
内
に
は
16
か
所
の

ト
イ
レ
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら
の
苦

情
等
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
一
定
充
足
し

て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
銭
原
地
区
の
ト

イ
レ
は
、
農
業
振
興
を
目
的
に
設
置
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
当
時
と
利
用
状
況
が
変
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後

の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

桂　
　

睦
子

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
政
治
家
、
政
党
、

政
治
団
体
の
責
任
に
お
い
て
策
定

し
、
評
価
す
べ
き
も
の
で
、
行
政
の
仕
事
と

区
別
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
い
て

は
、
現
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
ま
た
、
そ
の
作
業
に

ど
れ
く
ら
い
の
経
費
と
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
。マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
は
市
長
当
選
時
点
で

本
市
の
行
政
課
題
と
な
る
た
め
、
公

務
員
の
政
治
的
中
立
性
に
問
題
な
い
と
考
え

る
。
ま
た
、整
理
等
の
作
業
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
会
議
が
13
回
で
約
47
時
間
、
外

部
委
員
を
含
め
た
検
討
部
会
が
５
回
で
約
10

時
間
、
外
部
委
員
報
奨
金
と
し
て
19
万
８
千

 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
整
理
等
は

問答

　

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　

山
下　

慶
喜

本
市
の
ご
み
収
集
業
務
を
受
託
し
て

い
る
会
社
の
従
業
員
の
給
与
が
、
別

の
会
社
名
で
支
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

契
約
書
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
再
委
託
（
※
）

に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。
業
者
選
考
基
準

は
従
業
員
数
30
人
以
上
と
あ
り
、
受
託
会
社

は
平
成
25
年
の
選
考
で
35
人
と
届
け
て
い
る

が
、
全
員
受
託
会
社
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ

て
い
た
の
か
。

そ
の
従
業
員
の
給
与
が
支
払
わ
れ
て

い
た
会
社
と
受
託
会
社
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
、
把
握
し
て
い
な

い
。
受
託
会
社
が
適
切
に
業
務
を
履
行
し
て

い
た
と
理
解
し
て
い
る
が
、
従
業
員
の
雇
用

関
係
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
。

 

業
務
委
託
契
約
の
履
行
確
認
は

問答
本
市
に
は
自
然
歩
道
が
７
コ
ー
ス
あ

り
、
そ
の
中
に
あ
る
ト
イ
レ
の
数
が

少
な
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
銭
原
地
区
の
ト

イ
レ
は
、
自
然
歩
道
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

 

自
然
歩
道
に
あ
る
ト
イ
レ
の
管
理
は

問

答
　

公　

明　

党

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

泰
典

教
員
の
安
定
確
保
に
関
し
て
、
学
校

の
現
場
か
ら
は
、
毎
年
夏
ご
ろ
に
な

る
と
産
休
や
体
調
不
良
に
よ
る
病
欠
な
ど
の

欠
員
補
充
に
対
応
す
る
代
替
講
師
が
不
足
す

る
状
況
が
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
の
代
替
講

 
教
員
の
安
定
確
保
策
は

問

答

質
問
つ
づ
き

質
問
つ
づ
き

（※） 再委託 ： 業務の受託者が委託業務の全部または一部を第三者へ委託すること。

　

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　

下
野　
　

巖

平成 27 年度補正予算を可決平成 27 年度補正予算を可決

　◆一般会計補正予算（第２号）
　　330,124 千円を追加し、88,523,441 千円
　◆介護保険事業特別会計補正予算（第 1号）
　　8,219 千円を追加し、15,973,441 千円
　◆下水道等事業会計補正予算（第１号）
　　1,093 千円を減額し、12,090,500 千円
　◆一般会計補正予算（第３号）※12月 15日提出
　　93,971 千円を追加し、88,617,412 千円

　平成 27年度 12月補正予算を可決しました。

円
か
か
っ
て
お
り
、
部
長
級
を
は
じ
め
80
人

の
職
員
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
別
途
、
駐
輪
対
策

を
進
め
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

茨木駅前線 （イメージ図）茨木駅前線 （イメージ図）


